
環境地質本部 地質研究所

魚油添加餌料によるサケ回帰率向上効果の検証

背 景

成 果

期待される効果

（協力機関：渡島管内さけます増殖事業協会）

経常研究

回帰率の改善に繋がる飼育方法を提案することで、資源の回復に貢献できる。

近年、北海道のサケ来遊量は減少傾向にあり、回帰率の回復に向けて
放流種苗の飼育手法の改良が急務となっている。

１ 飢餓耐性の向上

写 真

・成果の活用場面、生物または成
果そのものの写真
・サイズ（縦4センチ×横6センチ）

サケの放流種苗

２ 成長への負の影響は無し ３ 回帰率の向上

給餌開始から28日後の尾叉長※絶食開始からの生残率の推移

長期生存

有意差無し
ｔ検定，p=0.639

4歳までの河川回帰率の比較
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） 放流河川：戸切地川（北斗市）

放流尾数：各群５万尾

（※上アゴの先端から尾ビレ中央
部の最もへこんだ部分までの長さ）
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問い合わせ：さけます・内水面試験場 電話：0123-32-2135 (代表)

水産研究本部 さけます・内水面水産試験場
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